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〈資 料 〉

市場経済 と計画経済(4)

中 村 平 八

解題

ソ連 におけるス ター リン時代 の経済学,と くに社会主義経済学が,市 場経済についてどの よう

に考えていたか とい う課題 を検討す るとすれば,か な りの準備が必要である。 この課題 はだれか

が取 り組 まなければならないが,残 念なが ら今われわれにはその余裕 はない。 ここではさしあた

り,グ ラ トコフ,ア バルキ ンな どソ連時代の学者の 「過渡期」 「社会主義」「共産主義」 などの用

語解説論文(文 献①),日 本の経 済学者の ネップ研究(文 献②),中 国の経済学者章良猷の論文(文

献③)を 参UOし ていただ き,あ わせてロシアの ロイ ・メ ドヴェーデフ(今 は存在しないソ連共産党1こ

除名処分を受けた異論派の共産主義者)の1968年 当時の見解(文 献④)を 紹介する ことで,読 者の当

面のr解 を得たい と思 う。

スター リンの社会主義経済学

「個人崇拝時代 には,経 済学 で も困難な状態が生 じていた。 この科学の基本問題,と くに社会

主義経済学の もっとも当面的な困難 な問題は,ほ とんど研究 されなかった。新 しい経済的社 会構

成体の深い経済的法則性 は,事 実上研究 されなかった。経済問題,と くに実際経済問題の本の出

版 は,き わだって減少 し,そ れ まで存続 していた経済研究機関が閉鎖 され,科 学 的討論がやめ ら

れたのは,お どろ くにあた らない。20年 の あいだ,わ が 国 には経 済学教科書 が なか った。 ス

ター リンの もとでは,実 際経済は顧み られ なか った。農業経済学は,と くにひどく退化 した。原

価,価 格,経 済計算,収 益性,農 業生産物の市場性の向上や,労 働報酬や差額地代の問題,そ の

他の ような,経 済学の基本範疇は,ほ とん どまった く研究 されなかった。」(④ 一451-52)

「国民経 済の組織 と管 理の学の ように,経 済学の きわめて重要 な総合部 門 も,大 損害 を うけ

た。その結果,国 民経済の管理形態は,し だいに,骨 化 した官僚的事務的な性格 をおびるように

なった。 ソヴェ ト経済の管理では,こ の経済発展 の水準 と矛盾 をきた し,そ の前進 を阻止する極

端 な中央集権が,い たる ところに確立 した。勤労者の奨励 と物質的刺激の各種の制度の研究 も,

ひど くだめであ った。」(④ 一452)

「歴史の場合 と同 じように,個 人崇拝期には,経 済学 に も,非 レーニ ン的な科学研究方法が入

りこんで きた。それ もべつ にお どろくことはない。 なぜ なら,経 済学 は,統 計学か らも,自 然科
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学か らも,具 体的計画実務か らも切 りはなされていたか らであ る。統計資料の大部分は機密扱い

をうけ,学 術 的使用 に供 されなか った。 だか ら,経 済学 は,生 産 との結 びつ きが きわめて不良

で,経 済理論は発展せず,し ば しば法令で きめ られるだけのことになった。」(④ 一452)

「スター リンは,た とえばわが国 における社会主義建設 の期 間とテ ンポの問題 を紛糾 させ た。

ソ連邦が経済の点で資本主義諸国に追 いつ きは じめ るず っ とまえの1936年 に,ス ター リンは,

わが国では社会主義社会の経済的土台 をすでに建設 しおえ,残 るところは,こ の土台を,こ れに

見 あ っ た上 部 構 造 で 飾 る とい う 〈は る か に容 易 な任 務〉 を遂 行 す るだ け で あ る と宣 言 し

た。 …3年 後の第18回 党大会で,ス ター リンは,わ が 国内で社会主義 がすで に完全 に建設

された と宣r-iした。 もち ろん,1938-1939年 の条件 の もとで は,こ れは まちが った,危 険 な先

走 りであった。」(④ 一478-7g)

「経済理論の分野で,ス ター リンによって とくに多 くの誤 りがおか された。ス ター リンは,た

とえば,社 会主義社会における価値法則の意義 を,あ きらかに過小視 した。彼は,社 会主義の も

とでは,生 産手段 は価値法則の外 にある と考 えて,ソ 連邦 における生産の商品的性格 を否定 し

た。こう して,企 業の生産的支出の補填 における等価性 の原則に違反 した。その ことは,物 質的

刺激の実現 を も困難 にした。ス ター リンの意見 によると,社 会主義社 会では,価 値法則は,流 通

の分野 でだけ作用 し,生 産 に 〈影響 をあたえる〉だけである。」(④ 一493)

社会主義 と商品経済(市 場経済)

ソ連 ・中国など旧現の社会主義国において,マ ルクス主義 に立脚する理論家 を多年 にわた り悩

まして きた難問中の難 問がある。それは,上 掲引用文 の最後の ものに関係 している。す なわち,

商 品生産 ない し商品経済 と社会主義 との関係 にかかわる問題である。1978年 以後 の改 革 ・開放

時代の現代中国の用語 に翻案すれば,市 場 ない し市場経済 と社会主義 との関係 の問題 ということ

になる。

19世 紀 のマ ルクスお よびエ ンゲルスの共 産主義経済論,と りわけ完成度の高い先進国革命論

に連 なる一連の論稿では,「 共 産主義社会の第1段 階 としての社 会主義社会」を も含 む広義の共

産主義社会において,商 品貨幣経済,つ ま り商品貨幣経済の運動の場 および形態 としての市場お

よび市場経 済は消滅 し,価 値法則は作 用 しない もの と考 え られていた。上記のマ ル クスの命題

と,ソ 連や中国の 「社会主義」 の現実,言 いかえれば 「資本主義か ら社会主義への過渡期」 を終

了 して 「社会主義」 の発展段 階に入 ったの に,引 きっづ きある種の商品貨幣経済(市 場経済)が

存在 し,一 向に消滅 しようとしない現実 との矛盾,こ の矛盾が,ソ 連や中国の理論家を悩 ませた

のである。

戦時共産主義 と商品経済

1917年 の十月革命 に よって国家権力 を握 った ロシアの共産主義者は,マ ル クスの一ヒ記の教条

に もとつい て,商 品貨幣経済(市 場経済)を 社 会主義 の絶対 的敵対物 とみ な し,そ の追放 をは

かった。そのための政策が,1918年 春か ら2!年 春 までの外国の軍事干渉 と国内戦の時期に採用
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された 「戦時共産主義」政策である。大企業 はもちろんのこと中小企業 に至 るまですべての企業

が国有化 され,原 材料 ・エネルギーお よび半製品 ・製品の市場取引は禁止,す べ ての生産要素の

配給制度が実施 された。農業分野では余剰穀物徴発制が採用,ま た都市住民への食料配給制が実

施 された。

生 まれたばか りのソヴェ ト政権は,物 資確保のために貨幣の増発 につ ぐ増発 を行い,そ の流通

をはかったが,貨 幣価値 は 日毎 に低下 し,つ いにこの貨幣は信認 を失い,悪 性 イ ンフレの もとで

貨幣 を媒介 とす る商品交換 は姿 を消 した。ひ とび との間に,ま た企業間に,物 々交換 の形態 をと

る生産物経済が登場 した。 この時期,公 式には市場 は消滅 し,商 品貨幣経済 も姿 を消 したかに見

えたが,あ にはか らんや闇取引および闇市場が登場 した。闇市場 は非合法の存在であ り,闇 取引

の決済手段 は,貨 幣ではなく,食 料品 をは じめ とする現物の さまざまな生産物 ・製品であった。

当時の ロシアには,こ の現象 商品貨幣経済の消滅 と現物経済の=登場 の到来をもって,共

産主義経済の到来 と考える者が,少 なか らず存在 した。

しか し 「戦時共産主義」政策の本質は,ソ ヴェ ト政権が,旧 支配勢力(資 本家 ・地主)や 英仏 日

など15も の外国か ら仕掛け られた反革命戦争に勝利す るために,よ ぎな く採用 した戦時経済政

策である。現物経済の到来 について言 えば,戦 時の悪性 インフレが貨幣の信認を失わせ,こ の経

済をもた らしたのである。だが当時,そ の ように認識 していた者 はご く少数であ り,「戦時共産

主義」政策の立案者 ・推進者であるレーニ ンもまた,こ の政策を遂行す るこ とによって,直 接 に

社会主義に移行す ることを考 えていた。

ネ ップ と商品経済

外 国干渉軍が撤収 し,白 軍が敗北 して国内戦勝利の見通 しがついた1920年 末ころから21年 の

春,ロ シア各地でソヴェ ト政権の農業 政策に反対する農民暴動が起 こ り,つ いに21年2月 末に

は,農 民に連帯 して政府の政策転換 を求めるクロンシタッ ト海軍基地の水兵の反乱が発生 した。

1917年 の十月革命の勝利に多大の貢献 をな したクロンシタッ ト要塞 の水兵の反乱 は,レ ーニ ン

の率い るソヴェ ト政権 とボ リシェヴ ィキに深刻 な衝撃を与 えた。21年3月,ソ ヴェ ト政権 は,

反乱 を武力鎮圧する とともに,政 策転換 をはか らざるをえなかった。「戦時共産主義」政策 を捨

て,商 品貨幣経済(Tl了場経済)の 再建 を意 味す る 「新経済政策(ネ ップ)」 を採用 し,戦 争で疲 弊

した国民経済の復興 をめ ざしたのである。だが この政策転換 について,党 内の合意 をえることは

困難 をきわめた。 ロシア共産党内には,ネ ップを資本主義への復帰政策 とみなす者が多 く,彼 ら

は ネ ップに抗議 して集 団で党員証 を破 り捨 て,そ れを広場 で燃 や して離 党 して い った(文 献

②)。

1921年 か ら28年 までの ネップの期 間は,戦 争で荒廃 した経済の復興 をはかるこ とが最重要の

課題であった。そのために,市 場経済が導入 された。国民経済の心臓部 当時管制高地 と呼ば

れていた を構成 する企業は,従 来 と同 じく国有国営企業 として指令経済制度の もとにおかれ

ていたが,独 立採算制の遵守を命ぜ られた。 また活動を許 された中小の企業は,私 企業 として損
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益 自己責任 の原則 に もとついて,市 場経済の原理によって行動 した。農民は,最 初は現物,そ の

後は貨幣で所定の農業税 を納め,手 元 に残った農産物 は自由に市場で販売す ることがで きるよう

になった。復活 した市場 では,ネ ップマ ンが活躍 したが,そ れは教条的共産主義者にとって許 し

がたい存在であった。 しか し,ネ ップがあったればこそ ソ連経済 は復興 をとげ,主 要経済指標 は

1913年 水準 を回復することに成功 したのである。

ネップの最 中の1924年,レ ーニ ンは この世 を去 った。 レーニ ンは,ネ ップをロシアにおける

社会主義建設路線か らの 「後退」 もしくは 「逸脱」 と考える場合 と,そ れ とは逆に,社 会主義建

設の客観的に必要 な路線 と考 える場合があった。いずれ にせ よ レーニ ンは,社 会主義 と市場経

済 ネップの本質的特徴 との関係 について,本 格 的に考察する余裕のない まま死去 した。

レーニ ン亡 き後,た だ ちに後継者問題がお こり,有 力な党 員の問で激 しい党内闘争が行 われ

た。党書記長の地位 に就 いていたス ターリンは,最 初はジノヴィエ フや カーメネフ らと結 び,最

も有力 な指導者のひと りである トロッキーを失脚 させることに成功 した。 この時期の党内闘争 に

おける最大の論争点は,ネ ップの是非 をめ ぐる論争ではな く,一 国社会主義建設の可能 ・不可能

をめ ぐる問題であった。 スター リンは,ロ シアー国における社 会主義建設可能の論説 を展開 し,

トロッキーは不可能論 を主張 した。生前の レーニ ンは というと,あ る場合には可能論 を,別 の機

会には不可能論 を述べていた。

スターリン主義の勝利

1929年 にお ける第1次5ヵ 年計画(1928-32年)の 採択 は,ネ ップの終了 とス ター リンの一 国

社会主義建設可能路線の勝利 を意味 した。つづ く第2次5ヵ 年計画(1933-37年)の 期間 に,い

わゆるス ター リン体制が確立す る。この体制の もとで,ネ ップ時代の商品経 済(市 場経済)は 廃

止 され,代 わって戦時共産主義時代 の指令経済(計 画経済)が 再登場 した。市場経済の運行 を通

じて社会主義 に接近する とい うネ ップの路線 は,姿 を消 して しまった。ス ター リン体制の確 立に

ともない,社 会主義 と商品経済(市 場経済)の 関係 について,学 界で 自由に討論 し,研 究す るこ

とも禁止 された。科学全般,と りわけ哲学 ・歴史学 ・経済学においてスター リン主義の権威が確

立するに至 った。

この時期,ロ シア共産党内では,か つてのス ター リンの盟友 ジノヴ ィエ フ,カ ー メネフ,ブ

ハー リンなどの有力 な古参党員は,次 々に粛清 されていった。スター リンは,古 参党員一掃のた

めに,血 の粛清 を断行する と同時 に,ス ター リン体制 を支 える新 たな人材の選抜制度,す なわち

ノメンクラ トゥー ラ制度をこの時期につ くりあげてい った。 これにともない,社 会科学の研 究分

野 に も大 きな変動 が起 こった。す でに1920年 代 に,い わゆるブル ジ ョア社 会科学お よび ブル

ジ ョア社会科学者はすべて大学等か ら追放 されていたが,改 めてマル クス主義社会科学の内部に

おけるスター リン派 と反ス ター リン派 との選別が恣意的に行われ,後 者の追放 ・粛清が実行 され

た。

メ ドヴェーデフは,1968年 にロシア語 タイプ版で 自主出版 した 『歴 史の審判 に よせ て 共
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産 主 義の 起 源 と結果 』(邦 訳 『共産主義とはイ可か』,文 献④)の なか で,ス ター リ ン時 代 に粛 清 され た

約1000名 の犠 牲 者 学 者 ・技 術 者 ・芸 術 家 ・党 国家 活 動 家一 の 名前 を列 挙 して い る。 そ の

うちの 人文 ・社 会科 学 関係 の ご く一 部 を ここ に転 載 す る。 経 済学 コ ン ドラチエ フ ・景気 変動

論,チ ャヤ ー ノ ブ ・農 業経 済 学,ル ー ビン ・資本 論 学,リ ャザ ノブ ・マ ル クス文 献学,グ ロー マ

ン ・統 計 学,ク ルー ミン,バ ルハ ノ ブ,ギ ンズブ ル グ,ス ハ ー ノブ,シ ェ ー ル。 歴 史学 ボ ク

ロフス キー,ス テ クロ フ,ソ ー リ ン,ク ノー リン,ル ー キ ン,ポ ポ フ,ヴ ァナ グ,ピ オ ン トコ フ

ス キ ー,バ ン トケ,グ リー ドリ ャ ン ド,ヴ ェ イス,テ ヴ ォシ ャ ン,サ ベ リエ フ。哲 学 ヴ ァ

リ ャー シ,ル ッポ ル,ミ リュー チ ン,ラ ズ ウ ム ノ フス キ ー,ル ー ダ シ,ピ チ ュ ー ギ ン,ト ゥイ

ミャ ンスキ ー,メ ドヴ ェーデ フ,ク ル シチ ック,ド ミ トリエ フ,ス テ ン。 法 学 パ シュ カー ニ

ス。 教育 学 エ プ シ ュテ イ ン,ア レク シ ンスキ ー,ピ ンケ ヴ ィチ,カ ー メ ネフ,シ ョー ヒ ン,

ピス トラー ク,ガ イ シ ノヴ ィチ,ク ル ーベ ニ ーナ。 言語 学 一シヤー ク,ヴ ィノ グラー ドブ,

ネフ スキー,ポ リバ ー ノ ブ。 地理 学 ボ グ ダー ノブ。

ス ター リンの過渡 期 論,社 会 主義 論

1938年 に ス ター リン監修 の 『ソ連 邦 共 産 党 史小 教 程 』 が発 行 され,ス ター リ ン主 義 ソ連

の社 会科 学 用語 で はマ ル クス ・レー ニ ン主義 の 歴 史観 が ソ連社 会 に登 場 した。 これ以 後 ソ連

で は,ロ シア 史や ソ連 史,ロ シア革 命論 や社 会 主義 論 は,ス ター リ ン主義 史観 に も とつ い て記述

され,こ の 史観 か らの逸 脱 は許 され な くなる。 そ れ で は1936年 の ソ連邦 憲法 の 採 択 を,ス ター

リ ン主義 史 観 は どの よ うに解釈 した ので あ ろ うか。 同 憲法 は,ソ 連 にお け る社 会主義 の勝 利 を宣

言 してお り,こ の勝 利宣 言 の背 景 に は,生 産手段 の 所 有制 の改 革,す なわ ち私 的 ・資本 家 的所有

の 廃絶 と国 家的所 有 お よび コル ホー ズ的所 有の樹 立 とい う事 実 の 間違 った評価 が 存在 した。 そ の

結 果,こ れ 以後 ス ター リ ン主義 の 社会 科学 が 多用 す る ソ連 に お ける 「資本 主 義 か ら社 会 主義 へ の

過 渡期 の終 了,社 会主義 時 代 の到 来」 とい う発展 段 階論 が登 場 す るの で あ る。

ソ連 の 理論 家 は,マ ル クス の過 渡期 論 お よ び共 産 主義 社 会発展 段 階論 を次 の よ うに理解 した。

「社 会 主 義 革 命→① 資 本主 義 か ら社 会 主義 へ の 過 渡 期→ ② 社 会 主 義 供 産主義の低い段 階)→ ③ 共

産 主義(共 産主義の高い段階)」。 スター リンお よび ス ター リン以後 の 理 論 家 は,こ の 図式 を念頭 に

お き,ソ 連 の 発展 段 階 は,30年 代 後 半(憲 法上 は1936年,社 会経済的には第2次5ヵ 年計画終了時の

ユ938年)に,上 記 の 図式 の 「① 過 渡期 」 を終 了 し,「 ② 社 会主 義 供 産主義 の低い段階)」 の発 展 段

階 に進 ん だ,と 誤 って強 弁 す る に至 った。

ス タ ー リンの 商品 経済 論

ソ連 経済 に存 在 す る商 品 貨幣 経 済,そ れ と社 会 主 義 との 関係 につ いて言 えば,社 会 主義 経 済 と

商 品貨 幣経 済 との関係 に関 す る曲折 に満 ち た論 争 の 後,ス ター リンの論 文 『ソ連邦 にお け る社 会

主 義の経 済 的諸 問題』(1952年,文 献⑤)が=登 場 し,こ の論 文 に よって,論 争 は 上 か ら決 着 が はか

られ るに至 った。 この論 文 に は,「 社 会 主 義 の も とでの 商 品 生 産 の問 題」 お よび 「社 会 主 義 の も

とでの価 値 法則 の 問題 」 とい う項 目が た て られ,次 の よ うな見解 が 開 陳 され てい た。
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社会主義の もとで商品生産が必要 なのは,ソ 連邦には二つ の形態の社会主義 的生産 国家 的

(全人民的)生 産 とコルホーズ生産,つ ま り二つの基本的生産セク ター 国家的セク ター とコル

ホーズ的セ クターが存在す るか らである。「ソ連 にお ける商品生 産は,普 通の商 品生 産で はな

く,特 殊 な種類の商品生産であ り,資 本家のいない商品生産であって,こ の商品生産は,合 同 し

た社会主義生産者(国 家,コ ルホーズ,協 同組合)の 商 品を扱 う」。 「この商品生 産の作 用範囲 は,

個 人的消費の物 資に限 られ る」。「国内の経済流通の領域 では,生 産諸手段 は商 品ではな くな っ

た。」(⑤ 一24)

「商品が存続す るか ぎ り,そ こには価値法則 も存続 して作用する」。「社会主義の諸条件 の もと

では,価 値法則が作用す る範囲は,商 品流通 に,売 買を通 じての商品交換 に,主 として個人的消

費のための交換 に,お よんでいる。そこでは,価 値法則はある限界内で規制者の役割を保持 して

い る」。「価値法則の作用 はまた,生 産にもおよんでいる。 もっ ともそこでは規制的意義 はもって

い ない」。 「社会主義の もとでの価値法則の作用の範囲は,商 品生産の作用の範囲 とまった く同 じ

ように,き び しく制 限されている。」(⑤ 一2s-27)

ス ター リンは,「 社会主義の もとでの商品生産(価 値法則)の 問題」 を議論す るさいに・マ ルク

スの先進国革命論 にもとつ く過渡期論および社会発展段階論 をソ連 に適応す るとい う方法論 的な

誤 りを犯 した。 われわれの考 えに よれば,お よそ理論家たる ものは,未 完成 に終わったマルクス

の後進国革命論を発展 させ,そ の理論 的成果 を,ソ 連 をは じめ とす る20世 紀 に登場 した 「途上

国型社会主義」が経験す る過渡期および 「社会主義」の経済の考察に適応 し,商 品経済あるいは

市場経済の諸問題を解明すべ きであった(文 献⑥)・

中ソ論争 と中国の過渡期論

1950年 代 末か ら始 まる中 ソ論争のテーマは,ス ター リンの評価,ア メリカ帝 国主義 に対 する

態度,社 会主義認識 な ど多岐 にわたった。 ここでは社会主義認識 と過渡期論を とりあげることに

す る。中国共産党は,建 国の1949年 か ら50年 代 まで,ソ 連共産党の社会主義認識お よび過渡期

論に賛成 していた。 しか し,60年 代 に入 り,中 ソ両国共産党の論争,い わゆる中 ソ論 争が公開

論争 に発展する と,長 大論文を次々に公表 し,ソ 連共産党の理論 を全面的に批判す るに至 った。

一例 をあげれば
,社 会主義社 会 も過渡的社会である とし,こ の社会には階級闘争が存在 し,プ ロ

レタリアー ト独裁 を堅持すべ きで ある,と い う新理論 を提 起 したのである・陶鋳 論文(r人 民日

報」60年8月5EDや 呉漣論文(r経 済研究』60年 第5期)は,「 社 会主義社会 は・共産主義の要素 と

資本主義の残.,";,一'#一とが闘争す る社会である」 と規定 した。 しか しなが らこの時期,発 展段階モデル

では,「 ① 過渡期r② 社 会主義,③ 共 産主義」 というソ連モデルを中国 も承認 してお り,ソ 連が

実現 した と称す る 「②社 会主義(共 産主義の低い段階)」 が過渡期社 会主義 であ る と主張 した点

で,ソ 連の通説的理解 と対立 したのである(文 献⑩)・

毛沢東に よれば,「 プロレタリア革命 とプロレタリア独裁の全歴 史的期間には,ま た資本主義

か ら共産主義への移行の全歴 史的期 間(こ の期間は数+年 間ないしそれ以上の時間を必要とする)に
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は,プ ロ レタリア階級 とブルジョア階級 との間の階級闘争,社 会主義 と資本主義の二つの道の闘

争が存在する」(中 国共産党8期10中 全会コミュニケ,1962年9月27日)。 「社会 主義社 会は,か な り

長い歴史段階であ り,こ の段階ではまだ階級 ・階級矛盾 ・階級闘争が存在 し,社 会主義 と資本主

義の二つの道の 闘争 と,資 本主義 復活の危険が存在す る」(1967年ll月6日,r紅 旗」r人民 日報』

r解放軍報』三紙誌共同論文 「十月社会主義革命が切り開いた道を前進する」)。もちろんソ連共産党 はこの

説に真向か ら反対 した(文 献⑦⑧⑨⑪)。

毛沢東後の過渡期論争 大過渡論 ・中過渡論 ・小過渡論

毛沢東の過渡期論お よびそれ にもとつ く継続革命論 は,中 国にお ける文化大革命(1966-76)

の指導理論になったが,文 革後,全 面 的に否定 されるに至 った。 しか し,中 国では過渡期 をめ ぐ

る論争 は,1980年 代の前 半までつづ き,次 の ような共産主義の発展段 階モデルが提 起 され,同

時にまた大過渡論,中 過渡論,小 過渡論 の三説が登場 したのである。「社会主義 を 目指す革 命→

①資本主義か ら社会主義の初級段 階へ の過渡期→②社会主義の初級段 階→③社会主義の高級段階

つ まり共産主義の低 い段階→④共産主義の高い段階」。

過渡期の範囲をめ ぐって,中 ソ論争お よび文化大革命の時期 に毛沢東が主張 した説 は,い わゆ

る 「大過渡論」 とい うことになる。「大過渡論」 とは,過 渡期 の範囲 を最 も大 きくと り,① お よ

び② の時期は もちろんのこと,「 ③社会主義の高級段階 供 産主義の低い段階)」 も過 渡期 に入れる

説である。「小過渡論」であるが,そ れは 「① 資本主義か ら社 会主義の初級段 階への過渡期」の

時期のみ を過渡期 とす る説であ り,「 中過渡論」は,① に加 えて 「②社会主義の初級段 階」の社

会 も過渡期 に含める説である(文 献⑫)。

社会主義の初級段階の経済 は市場経済 である

中ソ論争後の中国の理論家,と りわけ1978年 の改革 ・開放提唱後の中国の理論家は,未 完 に

終わったマルクスの後進国革命論を発展 させ,中 国の現在の発展段階を 「社会主義の初級段階」

と認識 し,あ わせて この社会 主義 を20世 紀の 「新生事物」 と呼ぶ に至 った。か くして,社 会主

義の もとでの商品生産(市 場経済)の 問題 は,大 きな理論 的前進 をか ち取 る契機 を得たのである

(文献⑬)。

中国の理論家の多 くによれば,中 国の現在の発展段 階は 「②社会主義の初級段階」 であ り,こ

の段 階は21世 紀 の中葉 まで続 く,と 認識 されている。 ところで 「②社会主義の初級段階」 は,

旧中国のような資本主義発展の遅れた国における社会主義 を目指す革命の勝利後に到来す る発展

段階であ り,マ ルクスの先進国革命論に連なる過渡期お よび社 会主義 とは区別 される。かつて論

争 になった過渡期の範囲に関 していえば,論 理 的には 「②社会主義の初級段 階」の社会 も,「③

社 会主義の高級段 階(マ ルクスのいう共産主義の低い段階)」 の社会 も,過 渡的性格の社 会である。

したがって,「 大過渡論」が正 しい ことになる。 しか し,政 治的安定 を第一 とす る文化大革命後

の中国,改 革 ・開放 時代の現代中国で は,「 大過渡論」の支持者 は少数 であ り,暗 黙 の うちに

「中過渡論」 もしくは 「小過渡論」が多数の支持 を得ているようである。
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われわれが本紀要で紹介 している 「社会主義的市場経済」 は,現 代中国の理論家の認識に よれ

ば,「 ②社会主義の初級段階」 に必要であ り,必 然の経済であ る,と い うことになる。中国の論

者の一部 には,マ ルクスと異 な り,「③社 会主義の高級段 階」すなわち共産主義の低 い段 階 にお

ける商品貨幣経済,し たがって市場経済の存在 を主張す る者 もいる。

「躍進の10年 」 と社会主義的市場経済

2002年11月,中 国共産党の第16回 大会が開かれた。注 目すべ き点 としては,「 三つの代表」

の一角をなす とい うことで,先 進的な生産力を代表す る民 間企業や個人企業 の経営者 などの共産

党へ の入党が認め られ ることになった。中国共産党 は,私 見 によれば,階 級政党か ら国民政党へ

脱皮す ることになったのである。中国は,1992年 以来,社 会主義的市場経済 とい う未知 の道 を

歩んで きたが,こ の10年,年 平均9.9%の 高成長 を遂げ,「 躍進の10年 」 を実現 した。 中国は

現在 「世界の工場」 とな りつつあ り,MADEINCHINAの 製 品は世界各地 に進 出 している。

2001年 にはGDP(国 内総生産)で みて世界第6位 。今後20年 問で,GDPを4倍 にす るというア

ドバ ルー ンが打 ち上げ られている。

「躍進の10年 」 に対 して,「 失われた10年 」 とい う言葉がある。後者は,ロ シアと日本を指す

欧米のマスコ ミ用語である。 ソ連崩壊の1991年 以後の10年 間,ロ シア経済はマ イナス成長をつ

づ け,1999年 のGDPは3325億 ドル,10年 前 の60%程 度 に縮 小 して しまった。一 人 当 た り

GDPも2270ド ル と3分 の1以 下に急低下 した。報道によれば,basichumanneedsを 満たせ な

い極貧層が 人口の3分 の1を 占め るにいたったとい う。 しか し,ロ シア経済 は21世 紀 に入 り,

復調の兆 しをみせ,プ ラス成長に転 じ,明 るさが見えは じめている。他方わが 日本は とい うと,

ソ連崩壊 とほぼ同 じ時期 にバ ブル経済が は じけ,平 成の長期不況 に突入 し,不 況のなかで21世

紀 を迎え,2002年 の現在 も問題解決がで きない まま,出 口なき経済の低迷に苦 しんでいる。

中国の 「躍進 の10年 」を支えた経済的活動 とその理 論的基礎 は,何 であ ったのか。そ れは

「社会主義的市場経済」 である。 したが って,こ の理論が いか なる内容 の ものであ るかを,中 国

の経済学者か ら直接 に聴 く必要が ます ます高 まっている。われわれの資料紹介 も4回 目となっ

た。 これまでに紹介 した論文 を記 してお こう。市場経済 と計画経済(1)に は醇暮橋 「社会主義

的市場経済の諸問題」,馬 洪 「社会主義 的市場経済 を発展 させ,計 画 と市場 とが結合す る新制 度

を完全な ものに しよう」,其 育之 「市場経済の問題 と思想路線 の問題」(以上,神 奈川大学経済学会

r商経論叢』第32巻 第4号,1997年5月),(2)に は呉敬漣 「社会主義 的市場経済の歴 史的沿革 と現

実的意義」,劉 国光 「計画 と市場 に関す る若干 の問題」(以 上,第33巻 第1号,1997年7月),(3)

には林子力 「現代 市場 経済 と現代社 会主義」(以 上,第34巻 第2号,1999年2月)が 収録 されて い

る。

なお,神 奈川大学 経済学会 『商経論叢』(第20巻 第1号 以後)は,国 立情 報学研 究所のWebサ

イ トで公開 される予定であ り,上 記諸論文 もこれによ り閲覧可能 になる。
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